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1. はじめに
テキストマイニングによる文書間の類似度の計算方法
として、概念距離を利用したクラスター分析による次元
圧縮から類似度の計算ができると考えた。この手法の有
用性を求めるために、文書館の類似度計算に用いられる
次元圧縮の手法の LSA(潜在的意味解析)と比較する実
験を行なった。実験の結果から本手法の改善ができるこ
とが分かった。改善を目的に、圧縮する次元数を増やす
ことで概念距離を利用したクラスター分析による次元圧
縮の類似度計算の変化を調べた。
2. 計算方法
日本語WordNet(1)から概念距離を求める方法を示す。
単語 a, bがあるとき、ルート synsetから最も遠く単語
a, bで共通の synsetの段数をCab、共通の synsetから a,

bへの最短距離を Na, Nb とすると、概念の類似度 Sa,b

は次式で表せる。(2)

Sa,b =
2Cab

Na +Nb + 2Cab
(1)

式 (1)は最大値が 1になるよう正規化されているので、
Da,b = 1− Sa,b で概念距離Da,b に変換できる。
次に概念距離を利用したクラスター分析による次元
圧縮を用いた文書間の類似度の計算方法について示す。
この方法は、名詞の概念距離をクラスター分析すること
によって分類し、概念を利用した次元圧縮とするもので
ある。
式 (1)で求めた概念距離をウォード法によりクラスター
分析し、単語-クラスター行列を求める。重要度をTf-Idf

とする文書-単語行列と、単語-クラスター行列を掛け合
わせることにより次元圧縮とし、文書-クラスター行列
を求める。文書-クラスター行列を cos類似度で文書-文
書行列としたものを文書間の類似度とし、ウォード法で
クラスター分析し樹形図を求める。 単語-クラスター行
列の値 ai,j は、各クラスターを Ci(i = 1, 2, . . . , N)、単
語を j とすると、次式 (2)で求められる。

ai,j =


1

|Ci|
∑
k∈Ci

Sk,j (j ∈ Ci)

0 (j /∈ Ci)

(2)

Table 1 Group comparison in cluster dendrograms

グループの名前 科目数 本手法の結果
電気磁気学 3 一致
電気材料 2 一致
電気回路 3 別科目が一つ増えた
実験・研究 7 科目が１つ減った
プログラミング 6 3つ以上に別れた
応用物理 4 2つに別れた
光工学 3 科目が１つ減った
電気機器 3 2つに別れた
ディジタル回路 5 3つ以上に別れた

3. 実験 1：シラバスの分類による比較
文書として、岐阜高専の平成 28年度電気情報工学科
情報コースの 58科目のシラバスを対象とする。シラバ
スを対象とする理由として科目間の類似度から学習に対
して有用な知識が得られると考えた。シラバスに含まれ
ていて日本語WordNetの辞書に登録されている名詞は
988語だった。LSAを利用した文書間の類似度を比較対
象とすることにした。LSAの重要度としてTf-Idfを利用
する。圧縮する次元は累積寄与率が 80％を超えた 29次
元とした。次元圧縮として LSAを行い、その cos類似度
をウォード法でクラスター分析し樹形図を求めた。樹形
図から 36科目を類似していると判断し 9つのグループ
に分類した。概念距離を利用したクラスター分析による
次元圧縮でも同様に樹形図を求めた。比較として、LSA

で求めた 9つのグループに含まれる科目に注目して比較
を行った。
4. 実験 1の結果
本手法による樹形図と、9つのグループを比較した。
結果を Table 1に示す。グループと違う分類となった部
分木は科目名からは類似性が確認できなかった。結果と
して、14科目は LSAと同じように分類ができたと判断
した。しかし、類似性がない科目でできた部分木は LSA

より多く、科目数も多かった。また、分類できていない
科目が集まった部分木が存在することがわかった。本手
法の結果が LSAと比較してもあまりよくないことがわ



Fig.1 Result of using dimensionality reduction by cluster analysis using conceptual distance in 82 dimensions

かった。実験から計算方法に二つの問題があることがわ
かった。1つ目は、日本語WordNetの辞書の整備の問
題で、シラバスに含まれる名詞が 1477語に対し日本語
WordNetで計算できたのは 988語となっており、固有
名詞を除いても全ての名詞が類似度計算に使用されては
いなかった。日本語WordNetの辞書の整備は難しいこ
とがわかっている。もう 1つは、圧縮する次元数に問題
があることがわかった。これらの問題を解決することで
本手法の結果が改善されると考えた。
5. 実験 2：次元数の増加による変化
日本語WordNetの辞書の整備は難しいので、いくつ
かの専門用語を英語や別の名詞に置き換えることで対処
を行うこととした。本手法で、各クラスターに含まれる
全ての名詞の共通の概念を求めたところ、ルートからの
最大の段数は 5で半分近くはルート synsetに近い抽象的
な概念であった。また、親概念が同じ概念のクラスター
があった。名詞が抽象的な概念に分類されると、類似度
計算に概念が近くない名詞のクラスターが使用され計算
結果がよくならないと考えられる。この問題は、次元数
を増加させることにより改善できると考えた。次元数を
増加させることで名詞が具体的な概念を共通の親概念な
るよう分類され、より概念が近い名詞同士で分類される
と考えられる。単語-クラスター行列のクラスター数を
変更することにより次元数を 80程度まで増やした。各
クラスターの共通の親概念と樹形図から変化を調べた。
比較対象として、LSAを用いた方法も次元数を増やし変
化を調べた。

6. 実験 2の結果
次元数を 82次元にして類似度計算した結果をFigure 1

に示す。LSAは次元数を増やすほど分類できていない科
目が多くなった。本手法では、次元数を増やすほど電気
や情報の分野ごとに科目が分類されるようになった。ま
た、実験 1で分類できていない科目の部分木に注目した
ところ分類できていない科目数は少なくなった。共通の
親概念を調べたところルートからの最大の段数は 8とな
り、段数が 5 以上の概念に分類された名詞は 371 語と
なった。各クラスターが含む名詞の親概念は具体的な概
念が増え、抽象的な概念の親概念に分類された名詞は減
少した。本手法では次元数を増加させることでよく分類
できるようになることがわかった。
7. まとめ
概念距離を利用したクラスター分析による次元圧縮か
ら文書間の類似度計算を行った。LSAと本手法を比較し
て、樹形図から違いを求めた。実験 1の結果から問題点
がわかった。次元数を増やすことで大きく分野ごとに分
類ができるようになった。今後の課題として、適切な次
元数を求め方が挙げられる。
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